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第1章

計量経済学と経済データ
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第1章 計量経済学と経済データ

1. 計量経済学とは？

2. 実証分析のための2段階

3. 経済データの構造

4. 因果性と“ceteris paribus”

1-1 計量経済学とは何か

計量経済学とは？

 経済データを使用するための統計的手法

 （多くの分析では）非実験的データの分析

計量経済分析の目標

 経済変数間の関係を推定

 経済理論と仮説のテスト

 経済変数の予測

 政策の評価と実施
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1-2 実証分析の2段階

第1段階：Economic model
 関連変数のピックアップ

マクロモデル、ミクロモデル

最適化行動、一般均衡モデル、etc.

第2段階：Econometric model
 経済変数間の関係性の明示

需要方程式、価格方程式、etc.
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例1.1 犯罪の経済モデル (Becker, 1968)
 効用最大化をベースとする犯罪行動の式

変数間の関係は特定化せず

（経済）理論をベースとしないことも

犯罪行為に
費やす時間

犯罪の報酬

合法の仕
事の賃金 他の収入 逮捕の確率

有罪の確率 予想される判決

年齢
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1-2 実証分析の2段階 1-2 実証分析の2段階

例1.2 職業訓練と労働生産性のモデル

 職業訓練が賃金に及ぼす影響は？

実際の式の導出には経済理論は不必要:

他の要因もあるが、この式である程度説明可能

時間当り賃金

教育年数

職業経験年数
職業訓練週数
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犯罪のEconometric model 
 関数形の特定化

変数を何らかの変量で近似することも

犯罪行為の（何
らかの）計測値 法定雇用賃金 他の所得 過去の逮捕数

前科数 判決後の
平均刑期

年齢

（観測されないor
重要でない）犯罪
行為の他の要因

例：
・倫理観、
・犯罪報酬、
・家庭事情、etc.
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1-2 実証分析の2段階

職業訓練と生産性のEconometric model

 多くのEconometric modelで誤差項を特定化

 Econometric modelで仮説検定が可能

例えば係数 は時給に対する訓練効果を表示

訓練効果の大きさは？ゼロとは異なる？

時間給 教育年数 職業経験年数 職業訓練週数

（観測されないor
重要でない）賃金
決定要因

例：能力、教育の質、
家庭環境、etc.
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1-2 実証分析の2段階

1-3 経済データの構造

計量経済分析はデータが不可欠

 経済データの種類

横断面データ（Cross-sectional data）

時系列データ（Time series data）

プールデータ（Pooled cross sections）

パネルデータ（Panel/Longitudinal data）

 推定手法はデータの種類に依存

不適切な手法は誤った結果を示すことも
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1-3 経済データの構造

1-3a 横断面データ

 1時点のユニット

個人、家計、企業、市町村、州、国、etc.
 横断面観測値はほぼ独立的

ただし特定の個人・家計が調査回答を拒否した
り、サンプリングが階層ごとに行われた場合、
標本選択問題が発生

→ランダムではない

 応用ミクロ経済学で多用
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1-3 経済データの構造
賃金と個人特性の横断面データ

観測番号 時間給

ダミー変数
(1 = yes, 0 = no)

教育年数 経験年数
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1-3 経済データの構造

経済成長率と国の特性の横断面データ

成人の中等
教育修了率

政府支出
（対GDP比）

1人当り実質GDP
平均成長率
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1-3 経済データの構造

1-3b 時系列データ

 変数の観測値が時間とともに変化

株価、貨幣供給量、GDP、自動車販売、etc.
 時系列観測値は通常、系列的に相関

観測値の順序自体が重要な情報
 データ頻度：日次、週次、月次、年次

 特徴：トレンド、季節性

 応用マクロ経済学や金融で多用
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1-3 経済データの構造

最低賃金と関連変数の時期列データ

失業率（最低賃金による）
平均カバレッジ率

平均最低賃金 GNP
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1-3 経済データの構造

1-3c プールデータ

 複数の横断面データを結合

各横断面データは独立的

 政策評価に多用

住宅価格に対する固定資産税変化の影響を評価
 1993年（変化前）の住宅価格

 1995年（変化後）の住宅価格

 固定資産税変化前後での比較
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1-3 経済データの構造

住宅価格のプールデータ

バスルームの数

家の広さ（ft2）
固定資産税

税制変更前

税制変更後

ベッドルームの数
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1-3 経済データの構造

1-3d パネルデータ

 同一の横断面ユニットが経時的に変化

 横断面と時系列の各次元・特徴が共存

時間不変の各ユニット特性を明示可能

ラグを伴うモデルに適用可能
 2年間の各市町村の犯罪統計

 （時間不変の）各自治体の特性をモデル化

 犯罪率への警察の影響はタイムラグを示す可能性も
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1-3 経済データの構造

市町村犯罪の2年データ

各自治体の2年観測値

1986年の警察官数

1990年の警察官数
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1-4 因果性と”ceteris paribus”

因果性について

 x → y の因果的効果：

 「他の関連要因が一定のもとで（ceteris paribus）、xが
変化したときにyがどの程度変化したか」

多くの経済モデル式はceteris paribus 

 分析のポイント

 「どの因果関係に注目するのか」

 「問題の因果関係を推測するために、実験をどのよう
に設計すべきか」
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1-4 因果性と”ceteris paribus”

因果性について

 x → y の因果的効果：
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y 𝑥ଵ
𝑥ଶ
⋮
𝑥

Ceteris paribus
（その他条件一定）
• （仮想実験として）他の要因

x2…xnがyに影響を及ぼさない。

• 他の要因x2…xnがそれぞれす

べてのユニットで同じ数値。
（→ x2… xnによる yへの影響は全

ユニットで同じ。つまりユニット間の
x1の違いが yの違い。）

1-4 因果性と”ceteris paribus”

因果性について

 x → y の因果的効果：
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y 𝑥ଵ
𝑥ଶ
⋮
𝑥

Ceteris paribus
（その他条件一定）
• 他の要因と yとの関係が

yと x1との関係に影響し
ない。（他の要因がx1に
影響しない。 ）

X

1-4 因果性と”ceteris paribus”
例1.3 肥料→穀物収量の効果

 「肥料の量が増えると、大豆生産量はどれ
くらい増えるのか」

前提：土地の質、降雨量、害虫の存在等、収穫
量に影響する他の要因は固定

 実験：

①１エーカーの区画を数か所用意、②異なる区画
にランダムな量の肥料を撒布、③収穫量を比較

肥料の撒布量は収穫量に影響する他の要因と相
関しないため、この実験は有効
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1-4 因果性と”ceteris paribus”
例1.4 教育への収益の計測

 「もう１年追加の教育は、賃金をどれくら
い増加させるだろうか？」

前提：経験、家庭環境、知性等、賃金に影響を
及ぼす他のすべての要因を固定

 実験：

①グループごとに人を選択、②異なる教育量を
ランダムに割り当て（←！）、③ 賃金を比較

実際には、教育は賃金に影響する他の要因（知
能等）と相関
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1-4 因果性と”ceteris paribus”
例1.5 市町村犯罪水準への法執行効果

 「無作為に選ばれた都市に警察官が10人追加
された場合、犯罪率はどの程度低下するか」

「A市はB市より10人警察官が多い事以外は同じと
き、2都市の犯罪率はどの程度異なるか？」

 実験：

警察官の数を多数の都市に無作為に割り当て

実際には、警察官の数は犯罪率によって決定（犯
罪と警察の同時決定）
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1-4 因果性と”ceteris paribus”
例1.6 失業への最低賃金の効果

 「（他の要因を固定して）最低賃金が増加し
た時、失業率はどれだけ上昇するのか？」

 実験：

政府は無作為に毎年最低賃金を選択し、失業の結
果を観察

最低賃金水準は失業率を決定する他の要因とは無
関係であるため、実験自体は有効

実際には、最低賃金水準は、失業率に影響する政
治的・経済的要因に依存
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1-4 因果性と”ceteris paribus”
経済理論予測の検証

 因果性が明示的でない（経済）理論でも計量
（経済学）的に検証可能

 例1.7 期待仮説

「投資の期待収益率はどの期間でも等しい」

例：期待仮説では「3ヶ月米国債の金利は、6ヶ月
間米国債の最初の3ヶ月間の期待収益率と等しい」

これは計量経済的方法を用いてテスト可能
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